



The awareness about HPV vaccination of cervical cancer
──Based on questionnaire to girl junior college students──
仁　木　雪　子
要約　看護短期大学生女子 174 名を対象に、子宮頸がん予防ワクチン（HPV ワクチン）
に対する意識を知るために、子宮頸がんや HPV ワクチンに関することを 2012 年 12
月に調査した。その結果、子宮頸がんについてはほぼ全員が知っていたが、HPV 感
染がその原因であることは 66.7%、HPV ワクチンで予防できることは 74.9%、日本で

























2009 年 10 月に承認され、同年 12 月から医
療機関で接種が可能になった。
標準的なワクチン接種スケジュールには、
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中学生 1 年生の間（初回性交前が理想である
ため）に、1 ヶ月の間隔をおいて 2 回接種を
行った後、1 回目の接種から 6 ヶ月の間隔を
おいて 1 回の接種を行う 2 価ワクチン（サー
バリックス）と、中学生の間に、2 ヶ月の間
隔で 2 回接種を行った後、1 回目の接種から







したのは 1.2%（8 自治体）、検討中は 6.2%（43
自治体）と少数であり2）、HPV ワクチン接種
を促すには、経済的な課題があるといえる。
















































20 歳 未 満 は 72 人（42.1%）、20～22 歳 が




























ついては、｢高い｣ が 136 人（79.5%）、「予防
できるのなら高くてもよい」が 32 人（18.7%）、









































インターネットによる調査（2008 年 1 月）
では、一般の人々にはほとんど知られておら






































































































出典 : GACVA Safety update on HPV Vaccines ; Geneva,13 June 2013
2013 年 12 月 25 日　厚労省副反応検討会　厚労省資料より
表1　＜ワクチンごとの主な副反応＞
発生頻度 ワクチン : サーバリックス ワクチン : ガーダシル
50% 以上 注射部の痛み・発赤・腫れ・疲労感 注射部の痛み
10 ～ 50% 未満 痒み、腹痛、筋痛・関節痛、頭痛　など 注射部の腫れ、紅斑
1 ～ 10% 未満 蕁麻疹、めまい、発熱 注射部の痒み・出血・不快感、頭痛、発熱




　　＊平成 25 年 6 月時点の添付文書
＜報告されている重篤な副反応＞
疾患名 主な症状 報告頻度














約 430 万接種に 1 回




表した前日の 6 月 13 日に HPV ワクチンへ
の安全声明が出されており、WHO のワクチ
ン安全性に関する専門委員会（GACVS）か
ら 2013 年 6 月、12 月、2014 年 3 月にだされ
ており、このワクチンを接種しない事による
将来への懸念を強調している（図 2）。しかし、





のものと重篤なものがあり、2009 年 12 月の
ワクチン販売から 2013 年 7 月末までのワク
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